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校長 加 藤 和 彦
新年おめでとうございます。昨年の学校は、新型コロナウイルスの影響を受けながらも生徒や教職員
の創意工夫により諸行事の多くを実施することができました。また、その実践の中から、生徒の成長が

見られたこと、確かな成果が得られていることをうれしく思います。
さて、今年度も残すところ３ヶ月となります。卒業・進級するまでの３ヶ月間

は生徒にとって自分自身を‘飛躍,させるための重要な期間とも言えます。３年
生は自分の進路を決めるだけではなく、進路先でさらに飛躍する力を付けるため
の期間、２年生は最上級生としての学校をリードできる力を身に付ける期間、１
年生は学校の中心となり４月に入学する新入生のよきモデルとなる力を身に付け
る期間となります。生徒一人一人がこれまでの自分の学びや生活を振り返り、目
標の達成に向けた具体策を立て、強い意志をもって実行していくことが必要とな
ります。教職員においても、日々の指導・支援に精一杯努めてまいります。
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生徒会スローガン「和衷協同 ～心を一つに～」
を掲げて活動をしている現生徒会を牽引する２年
生リーダー３人に、新年の抱負を聞きましたので
紹介します。

「生徒会から３年生が退いた今、これからは私達
が南中を創っていくという自覚をもち、活動して
いきます。そして、南中をさらに盛り上げていく
ためにも様々なことに全力で取り組んでいきま
す。また、スローガンにあるように、心を合わせ
て協力する南中を目指します。」

（生徒会長 近藤麻凛）

「昨年よりコロナの影響は小さかった今年でした
が、行事等が縮小したり、変更したりする場合は
やはり悔しく思った。しかし、そのような時でも
生徒が一丸となって協力し、目標に向け全力で取
り組むことができるのが南中の強味だ。今後もど
うなるかは分からないが、みんなで協力して頑張
っていきたい。」 （副会長 夏井 勝）

「中学校生活はあっという間に過ぎていくと聞い
ていたが本当だった。気がつけば生徒会活動を始
めてから１年が過ぎ、次のリーダーとして副会長
になった。これまで先輩たちがほとんどの仕事を
こなしていたので、自分たちにできるか不安にも
なる。しかし、信頼できる事務局員たちと協力し、
確実に役割を果たしていきたい。」

（副会長 大高麻菜美）

放課後に作業

生徒昇降口にスローガン掲示

東日本中学校ラグビー大会結果
〔12/4(土) 準決勝(江戸川陸上競技場)〕

男鹿南･男鹿東･天王南中 19(14-12,5-28)40 國學院久我山中(東京都)

〔12/5(日) ３位決定戦(江戸川臨海球技場)〕
男鹿南･男鹿東･天王南中 14( 0-19,14-5)24 茗渓学園中(茨城県)

19年振りに出場した東日本大会の結果は上のよ
うになりました。関東の私立強豪校を相手に善戦
をしたものの惜しく
も敗退となりました
が、大会を通して学
ぶべきことが多かっ
たようです。たくさ
んのご声援ありがと
うございました。

今年もよろしくお願いいたします！

「体験入学・入学説明会」を開催しました
12月14日(火)、来年度本校入学予定の船一小と

北陽小６年生３１名と保護者の方々から参加いた
だき「体験入学・入学説明会」を実施しました。
開会式の後、６年生は２班に分かれて、英語と

理科の体験授業に参加、同時に、保護者の方々へ
は、「中学校の学習」や「中学校生活の注意点」「入
学までの諸準備」などについて、説明をしました。
また、県生涯学習課渡部社会教育主事を講師と

したインターネットの健全利用について考える講
座を行った後、生徒会事務局の生徒が６年生に向
けた学校紹介を行いました。最後に本校の部活動

をフリーに見学する
時間を設けました
が、興味のある部活
動を熱心に見学する
６年生の姿が見られ
ました。３１名のみ
なさんのご入学を心
よりお待ちしており

学校紹介をする生徒会事務局 ます。


